
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
圧縮機、凝縮器、熱回収熱交換器を接続した熱回収冷媒回路と、前記圧縮機、前記凝縮器
、大気熱あるいは太陽熱を集熱する蒸発器を接続した自然熱利用冷媒回路と、前記熱回収
冷媒回路と前記自然熱利用冷媒回路を切換える切替え手段と、前記凝縮器と熱交換関係を
有する給湯熱交換器、前記給湯熱交換器の湯を貯湯する貯湯タンク 給湯回路と、
前記熱回収熱交換器と熱交換関係を有する風呂熱交換器、風呂ポンプ 風呂回路と
、前記風呂回路の水温を検出する温度検出手段と、前記熱回収冷媒回路による運転中に前
記温度検出手段の検出温度が第１設定温度まで低下した時、前記風呂ポンプを継続運転し

運転制御手段を有するヒートポンプ式風呂給湯システム。
【請求項２】
圧縮機、凝縮器、熱回収熱交換器を接続した熱回収冷媒回路と、前記圧縮機、前記凝縮器
、大気熱あるいは太陽熱を集熱する蒸発器を接続した自然熱利用冷媒回路と、前記熱回収
冷媒回路と前記自然熱利用冷媒回路を切換える切替え手段と、前記凝縮器と熱交換関係を
有する給湯熱交換器、前記給湯熱交換器の湯を貯湯する貯湯タンク 給湯回路と、
前記熱回収熱交換器と熱交換関係を有する風呂熱交換器、風呂ポンプ 風呂回路と
、前記風呂回路の水温を検出する温度検出手段と、前記熱回収冷媒回路による運転中に前
記温度検出手段の検出温度が第１設定温度まで低下した時、前記風呂ポンプを継続運転し
ながら前記切替え手段を前記自然熱利用冷媒回路による運転に切換え、前記温度検出手段
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を有する
を有する

て前記風呂回路中の残湯水を攪拌し、かつ、前記切り替え手段を前記自然熱利用冷媒回路
に切り替える

を有する
を有する



の検出温度が第１設定温度より高温の第２設定温度まで上昇した時、前記切替え手段を前
記熱回収冷媒回路による運転に切換える運転制御手段を有するヒートポンプ式風呂給湯シ
ステム。
【請求項３】
前記風呂回路の浴槽残湯水を排水する排水手段と、前記風呂回路の水温を検出する温度検
出手段と、熱回収冷媒回路による運転中に前記温度検出手段の検出温度が第１設定温度ま
で低下した時、前記排水手段を開放して浴槽水を排水するとともに切替え手段を自然熱利
用冷媒回路による運転に切換え、前記温度検出手段の検出温度が前記第１設定温度よりも
高温の第２設定温度まで上昇した時、前記排水手段を閉にするとともに前記切替え手段を
前記熱回収冷媒回路による運転に切換える運転制御手段を有する請求項１ 記載の
ヒートポンプ式風呂給湯システム。
【請求項４】
風呂ポンプ流出側の風呂回路に設けた排水手段と、熱回収冷媒回路による運転中に温度検
出手段の検出温度が第１設定温度まで低下した時、前記排水手段を開放して浴槽水を排水
するとともに切替え手段を自然熱利用冷媒回路による運転に切換え、その後前記温度検出
手段の検出温度が前記第１設定温度よりも高温の第２設定温度まで上昇した時、再び前記
排水手段を閉にするとともに前記切替え手段を前記熱回収冷媒回路による運転に切換える
運転制御手段と、前記温度検出手段の検出温度が前記第１設定温度まで低下したことを前
記運転制御手段から受信して前記風呂ポンプを最大流量にするポンプ制御手段を有する請
求項 記載のヒートポンプ式風呂給湯システム。
【請求項５】
排水手段を風呂熱交換器の流出側に設けた請求項 又は 記載のヒートポンプ式風呂給湯
システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はヒートポンプによる風呂給湯システムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、この種のヒートポンプによる風呂システムは特開平７－７１８３９号公報に示すも
のがある。以下、従来の技術について図面に基づき説明する。図９は従来のヒートポンプ
による風呂システムの構成図である。図９において、浴槽廃熱利用給湯運転時は、開閉弁
５６ａと５６ｄを開放して、廃熱利用熱交換器４を介して浴槽の湯を集熱し、凝縮器２で
加熱して貯湯する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来のヒートポンプシステムでは、浴槽廃熱利用時に、廃熱利用熱交換器
で熱交換して冷却された浴槽水が低温水となって再び浴槽に戻る。そして、浴槽において
、残湯水と戻ってきた低温水の両流体間で密度差が生じて、戻ってきた低温水が浴槽の下
部に滞留し、残っていた残湯水が浴槽上部に滞留する。よって、浴槽内の上下で温度差が
生じる。そして、廃熱利用熱交換器へ流出する浴槽接続口は浴槽下部に設置されているた
め、浴槽下部の低温水が再度、廃熱利用熱交換器に流入し、冷却されて浴槽へ戻り、浴槽
下部に滞留する。そのため、運転経過とともに浴槽残湯水の浴槽上下部の温度差は徐々に
顕著になり、特に低流量で浴槽に戻る場合は浴槽に流入する速度が遅いため浴槽内の残湯
水を攪拌できず、上下の温度差が顕著である。従って、浴槽と廃熱利用熱交換器を接続す
る浴槽接続口よりも下部の残湯水を廃熱利用することになるため、廃熱利用できる湯量も
少なく、また、湯量が少ないため、集熱運転を開始してから短時間で残湯温度が低下し、
低下した残湯水を集熱することになるため運転効率は低い。
【０００４】
本発明は上記課題を解決するものであり、浴槽残湯熱の回収熱量向上および高効率運転を
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３

３ ４



実現した省エネルギー給湯機を提供するものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
前記課題を解決するため、本発明は、圧縮機、凝縮器、熱回収熱交換器を接続した熱回収
冷媒回路と、前記圧縮機、前記凝縮器、大気熱あるいは太陽熱を集熱する蒸発器を接続し
た自然熱利用冷媒回路と、前記熱回収冷媒回路と前記自然熱利用冷媒回路を切換える切替
え手段と、前記凝縮器と熱交換関係を有する給湯熱交換器、前記給湯熱交換器の湯を貯湯
する貯湯タンク 給湯回路と、前記熱回収熱交換器と熱交換関係を有する風呂熱交
換器、風呂ポンプ 風呂回路と、前記風呂回路の水温を検出する温度検出手段と、
前記熱回収冷媒回路による運転中に前記温度検出手段の検出温度が第１設定温度まで低下
した時、前記風呂ポンプを継続運転し

運転制御手段を有するヒートポンプ式
風呂給湯システムである。
【０００６】
以上の構成により、浴槽の残湯熱を利用して水道水を加熱し、貯湯タンクに貯湯する運転
において、浴槽から送られてきた残湯水の熱を熱回収熱交換器を流れる冷媒で集熱する。
そして、冷媒を圧縮機で高温高圧にして凝縮器２で冷媒の凝縮熱を放熱して給湯熱交換器
を介して水を加熱し、加熱された水を貯湯タンク内に貯湯する。また、風呂熱交換器で吸
熱された残湯水を再び浴槽内に戻すけれども、温度低下しているため密度が大きくなって
いる。そのため、循環しない高温残湯水と密度差が生じて浴槽への流入口よりも下部に滞
留する。そして、風呂熱交換器と接続する浴槽接続口近傍の残湯水が再び風呂熱交換器に
流入して冷却されて浴槽に戻ってくる。この運転を継続することによって、浴槽下部の低
温残湯水が常に集熱に利用されるため、浴槽上部と下部の残湯温度差は顕著になり、浴槽
から流出する残湯水は次第に低温水となる。
【０００７】
そして、第１設定温度まで低下した残湯水が風呂回路を循環し始めると切替え手段を切換
えて自然熱利用冷媒回路による運転をおこない、大気熱あるいは太陽熱を集熱して凝縮器
で冷媒の凝縮熱を放熱して給湯熱交換器を介して水を加熱し、貯湯タンク内に貯湯する。
また、浴槽残湯水は風呂ポンプによって風呂回路を循環して浴槽に流入するが、その際に
吸熱されずに浴槽に流入するため残湯水との密度差はなく、この場合には浴槽残湯水を攪
拌する。
【０００８】
よって、浴槽上下間の残湯温度差は緩和されて、浴槽上部の湯温は下がり、浴槽下部の水
温は上昇する。そして、浴槽下部の温度上昇した残湯水が第２設定温度まで昇温して風呂
回路に流出した時に再び切替え手段を切換えて熱回収冷媒回路による運転をおこなう。従
って、浴槽の残湯熱を集熱して、低温になると大気熱あるいは太陽熱を集熱する貯湯運転
に切換えるとともに風呂ポンプを継続運転して浴槽上下の残湯水を攪拌して浴槽下部の湯
温を上昇させて再び熱回収運転するため、浴槽残湯熱の回収熱量は著しく向上する。
【０００９】
【発明の実施の形態】
本発明は上記目的を達成するため各請求項記載のような形態によって実施できる。すなわ
ち、請求項１記載の発明のように圧縮機、凝縮器、熱回収熱交換器を接続した熱回収冷媒
回路と、前記圧縮機、前記凝縮器、大気熱あるいは太陽熱を集熱する蒸発器を接続した自
然熱利用冷媒回路と、前記熱回収冷媒回路と前記自然熱利用冷媒回路を切換える切替え手
段と、前記凝縮器と熱交換関係を有する給湯熱交換器、前記給湯熱交換器の湯を貯湯する
貯湯タンク 給湯回路と、前記熱回収熱交換器と熱交換関係を有する風呂熱交換器
、風呂ポンプ 風呂回路と、前記風呂回路の水温を検出する温度検出手段と、前記
熱回収冷媒回路による運転中に前記温度検出手段の検出温度が第１設定温度まで低下した
時、前記風呂ポンプを継続運転し

運転制御手段を備えるようにして実施でき
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て前記風呂回路中の残湯水を攪拌し、かつ、前記切
り替え手段を前記自然熱利用冷媒回路に切り替える

を有する
を有する

て前記風呂回路中の残湯水を攪拌し、かつ、前記切り替
え手段を前記自然熱利用冷媒回路に切り替える



る。
【００１０】

【００１１】
そして、本実施の形態によれば、浴槽から送られてきた残湯水の熱を熱回収熱交換器を流
れる冷媒で集熱する。そして、冷媒を圧縮機で高温高圧にして凝縮器で冷媒の凝縮熱を放
熱して給湯熱交換器を介して水を加熱し、加熱された水を貯湯タンク内に貯湯する。一方
、風呂熱交換器で吸熱されて温度低下した残湯水は再び浴槽内に流入するけれども、循環
しない高温残湯水と密度差が生じるために浴槽へ流入する流入口よりも下部に滞留する。
そして、風呂熱交換器と接続する浴槽接続口よりも下部の残湯水が再び風呂熱交換器に流
入して冷却されて浴槽に戻ってくる。この運転を継続することによって、浴槽接続口より
も下部の低温残湯水が常に集熱に利用されるため、浴槽上部と下部の残湯温度差は顕著に
なる。
【００１２】
そして、残湯水が第１設定温度まで低下して風呂回路を循環し始めると切替え手段を切換
えて自然熱利用冷媒回路による運転をおこない、大気熱あるいは太陽熱を集熱して凝縮器
で冷媒の凝縮熱を放熱して給湯熱交換器を介して水を加熱し、貯湯タンク内に貯湯する。
また、浴槽残湯水は風呂ポンプによって風呂回路を循環して浴槽に流入するが、その際に
吸熱されずに浴槽に流入するため残湯水との密度差はなく、浴槽残湯水を攪拌する。よっ
て、浴槽上下間の残湯温度差は緩和されて、浴槽上部の湯温は下がり、浴槽下部の水温は
上昇する。
【００１３】
そして、浴槽下部の温度上昇した残湯水が第２設定温度まで昇温して風呂回路に流出した
時に再び切替え手段を切換えて熱回収冷媒回路による運転をおこなう。
【００１４】
従って、浴槽下部の残湯熱量をまず集熱して、低温になると大気熱あるいは太陽熱を集熱
する貯湯運転に切換えるとともに風呂ポンプを継続運転して浴槽上下の残湯水を攪拌して
浴槽下部の湯温を上昇させて再び熱回収運転するため、浴槽残湯熱の回収熱量は著しく向
上するとともに高効率の貯湯運転が実現できる。さらに、ヒートポンプを停止せずに貯湯
運転するため、安定した貯湯湯温が得られる。
【００１５】
また、請求項 記載の発明のように前述の構成に加え、前記風呂回路の浴槽残湯水を排水
する排水手段と、前記風呂回路の水温を検出する温度検出手段と、熱回収冷媒回路による
運転中に前記温度検出手段の検出温度が第１設定温度まで低下した時、前記排水手段を開
放して浴槽水を排水するとともに切替え手段を自然熱利用冷媒回路による運転に切換え、
前記温度検出手段の検出温度が前記第１設定温度よりも高温の第２設定温度まで上昇した
時、前記排水手段を閉にするとともに前記切替え手段を前記熱回収冷媒回路による運転に
切換える運転制御手段を備え、浴槽の残湯熱を利用して水道水を加熱し、貯湯タンクに貯
湯する運転において、吸熱されて浴槽に戻ってきた循環水が浴槽下部に滞留するために運
転経過とともに浴槽内の上下の残湯温度差は大きくなる。
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また、請求項２記載の発明のように、圧縮機、凝縮器、熱回収熱交換器を接続した熱回収
冷媒回路と、前記圧縮機、前記凝縮器、大気熱あるいは太陽熱を集熱する蒸発器を接続し
た自然熱利用冷媒回路と、前記熱回収冷媒回路と前記自然熱利用冷媒回路を切換える切替
え手段と、前記凝縮器と熱交換関係を有する給湯熱交換器、前記給湯熱交換器の湯を貯湯
する貯湯タンクを有する給湯回路と、前記熱回収熱交換器と熱交換関係を有する風呂熱交
換器、風呂ポンプを有する風呂回路と、前記風呂回路の水温を検出する温度検出手段と、
前記熱回収冷媒回路による運転中に前記温度検出手段の検出温度が第１設定温度まで低下
した時、前記風呂ポンプを継続運転しながら前記切替え手段を前記自然熱利用冷媒回路に
よる運転に切換え、前記温度検出手段の検出温度が第１設定温度より高温の第２設定温度
まで上昇した時、前記切替え手段を前記熱回収冷媒回路による運転に切換える運転制御手
段を備えるようにして実施できる。

３



【００１６】
そして、下部の低温残湯水が第１設定温度まで低下して風呂回路に流出し始めると排水手
段を開放して低温の残湯水を排水するとともに、切替え手段を自然熱利用冷媒回路による
運転に切換える。そして、大気熱あるいは太陽熱を集熱して冷媒の凝縮熱を放熱して貯湯
タンクに湯を貯湯する。また、風呂回路から残湯水が排水されるため浴槽残湯水の湯面は
低下し、浴槽上部の高温残湯水が風呂回路へ流入し始める。
【００１７】
そして、第２設定温度と同温まで上昇した残湯水が循環し始めた時に再び排水手段を閉に
するとともに切替え手段を再び熱回収冷媒回路に切換えて、高温残湯水を集熱して貯湯運
転をおこなう。従って、常に高温の残湯水を集熱できるため高効率運転が実現できる。ま
た、浴槽の低温残湯水の排水中も大気熱を集熱して貯湯運転するため、貯湯タンクの沸き
上げ湯量が増加する。
【００１８】
また、請求項 記載の発明のように前述の構成に加え、風呂ポンプ流出側の風呂回路に設
けた排水手段と、
熱回収冷媒回路による運転中に温度検出手段の検出温度が第１設定温度まで低下した時、
前記排水手段を開放して浴槽水を排水するとともに切替え手段を自然熱利用冷媒回路によ
る運転に切換え、その後前記温度検出手段の検出温度が前記第１設定温度よりも高温の第
２設定温度まで上昇した時、再び前記排水手段を閉にするとともに前記切替え手段を前記
熱回収冷媒回路による運転に切換える運転制御手段と、前記温度検出手段の検出温度が前
記第１設定温度まで低下したことを前記運転制御手段から受信して前記風呂ポンプを最大
流量にするポンプ制御手段を備え、浴槽の残湯熱を利用して水道水を加熱し、貯湯タンク
に貯湯する運転において、浴槽から風呂回路へ循環する残湯温度が第１設定温度まで低下
した時、排水手段を開放して風呂ポンプを最大流量にして低温残湯水を排水する。従って
、排水時間が短縮されるため、浴槽上部の高温残湯水が風呂回路の風呂熱交換器に流入し
始める時間が短くなり、残湯熱を短時間で回収できる。また、深夜時間内といった限られ
た時間内でも充分に熱回収できることになる。
【００１９】
また、請求項 記載の発明のように前述の構成に加え、排水手段を風呂熱交換器の流出側
に設ける形態にして、低温残湯水を風呂熱交換器から流出した後に排水して、風呂熱交換
器内の湯垢、浮遊物などを流し出す。特に、風呂ポンプの最大流量で排水するため効果が
著しい。従って、風呂熱交換器内の伝熱面は洗浄されるため、熱交換効率も向上するとと
もに流路詰まりもなく信頼性も向上する。
【００２０】
【実施例】
以下、本発明の実施例について図面を用いて説明する。なお、従来例および各実施例にお
いて、同じ構成、同じ動作をするものについては同一符号を付し、一部説明を省略する。
【００２１】
（実施例１）
図１は本発明の実施例１のヒートポンプ式風呂給湯システムの構成図である。
【００２２】
図１において、１は圧縮機、２は凝縮器、３は第１の減圧手段、４は熱回収熱交換器であ
り、圧縮機１、凝縮器２、第１の減圧手段３、熱回収熱交換器４は順次接続されて熱回収
冷媒回路５を構成する。６は第２の減圧手段、７は蒸発器であり、大気熱あるいは太陽熱
を集熱する。８は自然熱利用冷媒回路であり、圧縮機１、凝縮器２、第２の減圧弁６、蒸
発器７を順次接続して構成する。９は切替え手段であり、第１の減圧手段３および第２の
減圧手段６の冷媒流入口に設けて熱回収冷媒回路５と自然熱利用冷媒回路８を切換える。
１０は給湯熱交換器であり、凝縮器２と熱交換関係を有する。１１は貯湯タンクであり、
給湯熱交換器１０で加熱された湯を貯湯する。
【００２３】
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また１２は給湯ポンプであり、給湯熱交換器１０と貯湯タンク１１からなる給湯回路１３
の水を循環させる。１４は風呂熱交換器であり、熱回収熱交換器４と熱交換関係を有する
。１５は浴槽、１６は風呂ポンプ、１７は風呂回路であり、風呂熱交換器１４、浴槽１５
、風呂ポンプ１６からなる。１８は温度検出手段であり、風呂回路１７の循環水温を検出
する。１９は運転制御手段であり、熱回収冷媒回路５による運転中に温度検出手段１８の
検出温度が第１設定温度まで低下した時、風呂ポンプ１６を継続運転しながら切替え手段
９を自然熱利用冷媒回路８による運転に切換え、その後、温度検出手段１８の検出温度が
第１設定温度より高温の第２設定温度まで上昇した時、再び切替え手段９を熱回収冷媒回
路５による運転に切換える。
【００２４】
以上の構成において、その動作、作用について説明する。浴槽の残湯熱を利用して水道水
を加熱し、貯湯タンクに貯湯する運転において、浴槽１５から送られてきた残湯水の熱を
熱回収熱交換器４を流れる冷媒で集熱する。そして、冷媒を圧縮機１で高温高圧にして凝
縮器２で冷媒の凝縮熱を放熱して給湯熱交換器１０を介して水を加熱し、加熱された水を
貯湯タンク１１内に貯湯する。また、風呂熱交換器１４で吸熱された残湯水を再び浴槽１
５内に戻すけれども、温度低下しているため密度が大きくなっている。そのため、循環し
ない高温残湯水と密度差が生じて浴槽１５への流入口よりも下部に滞留する。
【００２５】
そして、風呂熱交換器１４と接続する浴槽１５接続口近傍の残湯水が再び風呂熱交換器１
４に流入して冷却されて浴槽１５に戻ってくる。この運転を繰り返すことによって、浴槽
１５下部の低温残湯水が常に集熱に利用されるため、浴槽１５の上部と下部の残湯温度差
は顕著になり、浴槽１５から流出する残湯水は次第に低温水となる。そして、第１設定温
度まで低下した残湯水が風呂回路１７を循環し始めると切替え手段９を切換えて自然熱利
用冷媒回路８による運転をおこない、大気熱あるいは太陽熱を集熱して凝縮器２で冷媒の
凝縮熱を放熱して給湯熱交換器１０を介して水を加熱し、貯湯タンク１１内に貯湯する。
また、浴槽残湯水は風呂ポンプ１６によって風呂回路１７を循環して浴槽１５に流入する
が、その際に吸熱されずに浴槽１５に流入するため残湯水との密度差はなく、この場合に
は浴槽残湯水を攪拌する。
【００２６】
よって、浴槽１５の上下間の残湯温度差は緩和されて、浴槽１５の上部の湯温は下がり、
浴槽１５の下部の水温は上昇する。そして、浴槽１５の下部の温度上昇した残湯水が第２
設定温度まで昇温して風呂回路１７に流出した時に再び切換え弁９を切換えて熱回収冷媒
回路５による運転をおこなう。従って、浴槽の残湯熱を集熱して、低温になると大気熱あ
るいは太陽熱を集熱する貯湯運転に切換えるとともに風呂ポンプ１６を継続運転して浴槽
上下の残湯水を攪拌して浴槽下部の湯温を上昇させて再び熱回収運転するため、浴槽残湯
熱の回収熱量は著しく向上する。さらに、ヒートポンプを停止せずに貯湯運転するため、
安定した湯温で貯湯タンクに貯湯できる。
【００２７】
（実施例２）
図２は本発明の実施例２のヒートポンプ式風呂給湯システムの構成図である。
【００２８】
図２において、２０は排水手段であり、開閉式バルブからなり風呂回路１７に設けられて
開放時に浴槽残湯水を排水する。２１は温度検出手段であり、風呂回路１７の循環水温を
検出する。２２は運転制御手段であり、熱回収冷媒回路５による運転中に温度検出手段２
１の検出温度が第１設定温度まで低下した時、排水手段２０を開放して浴槽水を排水する
とともに切替え手段９を自然熱利用冷媒回路８による運転に切換え、その後、温度検出手
段２１の検出温度が第１設定温度よりも高温の第２設定温度まで上昇した時、再び排水手
段２０を閉にするとともに切換え手段９を熱回収冷媒回路５による運転に切換える。
【００２９】
以上の構成において、その動作、作用について説明する。浴槽の残湯熱を利用して水道水
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を加熱し、貯湯タンク１１に貯湯する運転において、吸熱されて浴槽１５に戻ってきた循
環水が浴槽下部に滞留するために運転経過とともに浴槽内の上下の残湯温度差は大きくな
る。そして、下部の低温残湯水が第１設定温度まで低下して風呂回路１７に流出し始める
と排水手段２０を開放して低温の残湯水を排水するとともに、切替え手段９を自然熱利用
冷媒回路８による運転に切換える。
【００３０】
そして、大気熱あるいは太陽熱を集熱して冷媒の凝縮熱を放熱して貯湯タンク１１に湯を
貯湯する。
【００３１】
また、風呂回路１７から残湯水が排水されるため浴槽残湯水の湯面は低下し、浴槽１５上
部の高温残湯水が風呂回路１７へ流入し始める。そして、第２設定温度と同温まで上昇し
た残湯水が循環し始めた時に再び排水手段２０を閉にするとともに切替え手段９を再び熱
回収冷媒回路５に切換えて、高温残湯水を集熱して貯湯運転をおこなう。従って、常に高
温の残湯水を集熱できるため高効率運転が実現できる。また、浴槽の低温残湯水の排水中
も大気熱を集熱して貯湯運転するため、貯湯タンクの沸き上げ湯量が増加する。
【００３２】
（実施例３）
図３は本発明の実施例３のヒートポンプ式風呂給湯システムの構成図である。
【００３３】
図３において、２３は排水手段であり、開閉式バルブからなり風呂ポンプ１６の流出側の
風呂回路１７に設けて開放時に浴槽１５の残湯水を排水する。２４は運転制御手段であり
、熱回収冷媒回路５による運転中に温度検出手段２１の検出温度が第１設定温度まで低下
した時、排水手段２３を開放して浴槽水を排水するとともに切替え手段９を自然熱利用冷
媒回路８による運転に切換え、その後、温度検出手段２１の検出温度が第１設定温度より
も高温の第２設定温度まで上昇した時、再び排水弁２３を閉にするとともに切換え弁９を
熱回収冷媒回路５による運転に切換える。２５はポンプ制御手段であり、熱回収冷媒回路
５による運転中に温度検出手段２１の検出温度が第１設定温度まで低下したことを運転制
御手段２４から受信して風呂ポンプ１６を最大流量にする。
【００３４】
以上の構成において、その動作、作用について説明する。浴槽の残湯熱を利用して水道水
を加熱し、貯湯タンクに貯湯する運転時において、浴槽１５から風呂回路１７へ循環する
残湯温度が第１設定温度まで低下した時、運転制御手段２４は排水手段２３を開放すると
ともに、ポンプ運転制御手段２４へ送信する。そして、ポンプ制御手段２５は風呂ポンプ
１６を最大流量にする。よって、風呂ポンプ１６の最大流量で低温の残湯水を排水する。
従って、排水時間が短縮されるため、浴槽上部の高温残湯水が風呂回路の風呂熱交換器に
流入し始める時間が短くなり、残湯熱を短時間で回収できる。また、深夜時間内といった
限られた時間内でも充分に熱回収できることになる。
【００３５】
（実施例４）
図４は本発明の実施例４のヒートポンプ式風呂給湯システムの構成図である。
【００３６】
図４において、２６は排水手段であり、開閉式バルブからなり、風呂熱交換器１４の流出
側に設けて、開放時に流体を流す。
【００３７】
以上の構成において、その動作、作用について説明する。浴槽の残湯熱を利用して水道水
を加熱し、貯湯タンクに貯湯する運転時に浴槽から風呂回路へ循環する残湯温度が第１設
定温度まで低下した時、運転制御手段２４は排水手段２６を開放するとともにポンプ制御
手段２５へ送信する。そして、ポンプ制御手段２５は風呂ポンプ１５を最大流量にする。
従って、排水時において、低温残湯水を風呂熱交換器から流出した後に風呂ポンプの最大
流量で排水して、風呂熱交換器内の湯垢、浮遊物などを流し出す。よって、風呂熱交換器
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内の伝熱面は洗浄されるため、熱交換効率も向上するとともに流路詰まりもなく信頼性も
向上する。
【００３８】
【発明の効果】
浴槽下部の残湯熱量をまず集熱して、低温になると大気熱あるいは太陽熱を集熱する貯湯
運転に切換えるとともに風呂ポンプを継続運転して浴槽上下の残湯水を攪拌して浴槽下部
の湯温を上昇させて再び熱回収運転するため、浴槽残湯熱の回収熱量は著しく向上すると
ともに高効率の貯湯運転が実現できる。さらに、ヒートポンプを停止せずに貯湯運転する
ため、安定した貯湯湯温が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例１のヒートポンプ式風呂給湯システムの構成図
【図２】本発明の実施例２のヒートポンプ式風呂給湯システムの構成図
【図３】本発明の実施例３のヒートポンプ式風呂給湯システムの構成図
【図４】本発明の実施例４のヒートポンプ式風呂給湯システムの構成図
【図５】本発明の実施例５のヒートポンプ式風呂給湯システムの構成図
【図６】本発明の実施例６のヒートポンプ式風呂給湯システムの構成図
【図７】本発明の実施例７のヒートポンプ式風呂給湯システムの構成図
【図８】本発明の実施例８のヒートポンプ式風呂給湯システムの構成図
【図９】従来のヒートポンプシステムの構成図
【符号の説明】
１　  圧縮機
２　  凝縮器
３　  第１の減圧手段
４　  熱回収熱交換器
５　  熱回収冷媒回路
６　  第２の減圧手段
７　  蒸発器
８　  自然熱利用冷媒回路
９　  切替え手段
１０　給湯熱交換器
１１　貯湯タンク
１２　給湯ポンプ
１３　給湯回路
１４　風呂熱交換器
１５　浴槽
１６　風呂ポンプ
１７　風呂回路
１８　温度検出手段
１９　運転制御手段
２０　排水手段
２１　温度検出手段
２２　運転制御手段
２３　排水手段
２４　運転制御手段
２５　ポンプ制御手段
２６　排水手段
２７　圧縮機
２８　四方弁
２９　凝縮器
３０　第１の減圧手段
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３１　熱回収熱交換器
３２　熱回収冷媒回路
３３　逆止弁
３４　第２の減圧手段
３５　蒸発器
３６　風呂加熱冷媒回路
３７　運転手段
３８　端末機器
３９　温度設定手段
４０　流路切換え手段
４１　風呂温度検出手段
４２　運転制御手段
４３　流量制御手段
４４　ポンプ制御手段
４５　回転数制御手段
４６　圧縮機制御手段
４７　凍結温度検出手段
４８　運転制御手段
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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